
審査項目 提案依頼事項 審査基準 配点

業務実績
・国や地方公共団体、民間企業等における同様のシステム提案実績、内容について記載す
ること。

・本業務を遂行し、目的を達成するために有益な知見、ノウハウを有している
か。

10

業務実施体制 ・本事業の管理責任者及び業務担当者の氏名、経験年数、取得資格等 ・本業務の構築・運用において円滑に遂行できる体制が示されているか。 10

資料の登録 ・資料の登録方法、容量、利用可能ファイル種別等を提示すること。
・資料の登録が容易にできるか。
・登録可能なファイルの種類や容量は適切かどうか。

20

資料の閲覧 ・本システムの資料閲覧に関する機能を提示すること。
・資料閲覧の操作方法が容易かどうか。
・資料内のテキスト検索が可能か。

20

メモ機能 ・メモ機能について提示すること。 ・資料にメモを記入できるか。またメモデータを保存できるか。 15

会議機能 ・本システムの会議機能に関する機能を提示すること。

・任意の開催日時が設定可能か。
・参加会議以外の閲覧制限等のセキュリティが確保されているか。
・会議中に発表者端末と会議参加者端末で同じ資料を表示させることができる
か。

20

アクセス制限
・会議資料の消去、閲覧制限等を提示すること。
・ユーザーパスワードについて提示すること。

・本システムへのアクセスや保存データ等のセキュリティが担保されている
か。

20

追加提案 ・仕様書の内容以外の必要と思われる項目があれば「追加提案」として提示すること。
・仕様書の内容以外の「追加提案」が、その必要性や効果が具体的で理解でき
るものか。
・「追加提案」の活用が十分に期待できる提案かどうか。

15

構築環境及び利用環境
・本システムの構築環境を記載すること。
・対応機器及びブラウザ等について記載すること。

・サービスの利用が24時間365日利用可能なものとなっているか。
・一般的な機器、ブラウザ等での利用は可能か。

10

拡張性・可用性・セキュ
リティ・障害対応

・本システムの拡張性・可用性・セキュリティの考え方を提示すること。
・本システムの障害発生時の対応、バックアップ体制の考え方を提示すること。

・リソースの柔軟な構成拡張が可能であるかどうか
・耐障害性・可用性が保たれているかどうか
・セキュリティ対策は取られているか。
・障害発生時の対応等の対策が取られているか。
・保管されたデータのバックアップ機能があるか。

10

問合せ対応 ・運用サポート範囲やサポート内容等を提示すること。
・本市からの問合せに対応するとともに、本サービス運用のサポートサービス
を提供する体制を構築しているか。
・障害や不具合等に対する連絡体制は構築されているか。

10

経費 構築運用合計費 ・費用は適切か。
（1－0.5×（提案価格）/（全業者の平均価格））×40
※小数点以下切り捨て。最低点は0点とする。提案資料に該当価格の記載がない
場合は0点とする。

40

合計 200

基本事項

その他
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